［題名］第Ⅰ族カチオンの基本反応と族内分離および確認

［目的］Ａ－１　
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PbCl

の溶解度とその温度変化ならびに再結晶

Ａ－２　
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Pb

の確認反応、
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PbCrO

の酸・アルカリに対する反応

Ａ－３　第Ⅰ族の族内分離、熱水による
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と
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Ag

との分離、沈殿の洗浄の効果
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Ag

の確認

［実験操作と結果および考察］

Ａ－１　遠心管に0.2M
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Pb

溶液１mlをとり、1M
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NH

4

を５摘加えたところ白色綿状の沈殿が生じた。この沈殿は
[image: image9.wmf]2

PbCl

である。この溶液を遠心沈降させた。上澄み液はA-2に用いた。沈殿に2mlの純水を加え100℃に加熱し、沈殿を溶解させた。溶液を二つの試験簡に等分し、一方は流水中で冷却し、もう一方は自然放冷した。流水中で冷却した方は小さい粒状の結晶が、自然放冷した方は大きな細長い結晶が析出した。

Ａ－２　Ａ－１で得た上澄み液に0.3M
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溶液を５滴加えかき混ぜたところ黄色沈殿が生じた。この溶液を遠心沈降させ、沈殿に6N
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を3滴と純水1mlを加え加熱し沈殿を溶解させた。上澄み液に3N
[image: image12.wmf]NaOH

を12滴加えたところアルカリ性を示し、黄色沈殿が生じた。これに6N
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CH

3

を1滴加え中性にし、遠心沈降させた。沈殿に6N
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CH

3

を加えたが溶解しなかった。沈殿は
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PbCrO

であり、弱酸には溶解しないためと思われる。

Ａ－３　0.2M
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溶液3滴と0.1M
[image: image17.wmf]3

AgNO

溶液7滴を遠心管に入れ、1M
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NH

4

を4滴加えたところ白色綿状の沈殿を生じた。これを遠心沈降させ、沈殿に純水1mlを加え、かき混ぜながら100℃加熱した。再び遠心沈降させ上澄み液を除去した。この洗浄操作をもう一度繰り返した。

Ａ－４　Ａ－３で得た沈殿に6N
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3

NH

を4滴加え沈殿を溶解させた。この溶液を100℃近くで加熱したところ管壁に白い汚れが付着してきた。この溶液を流水中で冷却し6N
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3

NH

を３滴加えて沈殿を溶解させた。さらに6N
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HNO

wお4滴加えたところ酸性を示し白い粒状の沈殿を生じた。
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